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リ ズ ム 体 操 授 業 に お け る 音 楽 学 習 の 方 法 論 I I

M e t h o d o l o g y  o f  m u s i c  s t u d y  i n  t h e  r h y t h m i c a l  m o v e m e n t  

l e s s o n s  a t  s c h o o l  I I

伊 野 義 博 * ・ 高 山 雄 一 * *

Ⅰ 目的

本稿は , 直接的には先の 研究 ｢ リ ズミ カ ル ･ ム ー ブ メ ソ トにおける音楽と動き の 研究 - 音楽構成の 理解と

動きの 変容と の 関係性 - ｣
1)
に続く もの で ある｡

現行の学習指導要領 ( 体育 ･ 保健体育) で は ｢ 体つ く り運動｣ ｢ 表現運動｣ ｢ ダ ン ス｣ などの 領域におい て ,

音楽を用い た学習が行われ て い る ｡ また , 音楽と
一

体化 して身体の 動きを楽 しむ ｢ リ ズ ム 体操｣ も学校の 内

外で さかん に行われる ようにな っ て きた ｡ そ の 際,
音楽 - の 理解や感受はより良い 動きを生み出すため のき

わめて 重要な要因と なると考え られ るが, こ の 点に つ い て先の 研究にお い て は ,
リ ズ ム 体操の作品構成者や

動きの 実践者が, 音楽を深く理解, 聴取すると, そ の 内面に 以下の変化が見られる こ とが 明らかにな っ た
2)
｡

･ 音楽や リズ ム 体操 へ の積極的な気持ちが増す｡

･ 音楽や動きに対するより細かで 豊か なイ メ ー ジを形成する ｡

･ 音楽の事実や変化を意識 した動きを しようとする ｡

･ 音楽との 関係にお い て作品の 問題点や課題が見えて くる ｡

･ 音楽構造の 理解や感受を , 作品の 構成や動きに生 かす ｡

今後 ,
これ らの成果を学校における授業の 中で実現させて い く ことが望まれ るが ,

本稿 では, そ の ための

一

つ の 方法論を提示 したい ｡ すなわ ち, 研究の 趣旨を生か し, 実際の 小学校におい て 実現可能な授業計画を

立案 し, 実践と して示 すこと で ある ｡

ⅠⅠ 方法

授業は, 平成1 7 年 6 月, 新潟県胎内市立立 中条小学校 3 年生を対象と して計画 , 実践された ｡ 体育科と音

楽科の教科横断的な方法をとる ｡ そ れ は ,
｢ 各教科, 道徳, 特別活動を縦糸と し, それ らに横糸を通して 横

断し, 関連づ けて い く｣
3 )

学習で , 教科の独自性を保ちなが ら相互 の横の つ ながりも重視する取り組みで あ

る ｡ 具体的には , 体育科に おける単元 ｢ リ ズ ム 体操｣ と音楽科における題材 ｢ 音楽と身体表現
- 音楽の感 じ

を生か して身体表現 しよう -

｣ を つ なげる ｡ すなわ ち, 体育科と して 6 時間の ｢ リ ズ ム 体操｣ を実践する過

程で 1 時間の 音楽科の授業を取り入れ , ｢ リ ズ ム 体操｣ に用い られ る楽曲を感 じ取り身体表現する活動を組

織 して い く ｡ それぞれ の 教科のね らい を達成 しつ つ ,
｢ リ ズ ム 体操｣ とい う

一

つ の 作品を完成させ て い く わ

けで ある o 各教科の 関係は , 次の ようになる . なお, 今回 の 実践で は, 体育の 授業を高山が , 音楽の授業を

伊野が実践した ｡
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体育科 : ｢ リ ズ ム 体操｣ ( 全 6 時間)

1 ○作品の動きを通して 行う○
2 ○作品の動きに つ い て , 動き方や順序を覚える ○

一 ■■ _ -

音楽科 : ｢ 音楽と身体表現｣

( 1 時間)
3
○ ｢ 胸の 開閉と手たたき - 腕あげと向き変えとび｣

に つ い て工 夫を し
,
動きの 質を高める○

ー. ■ - ■
○音楽の感 じを生か して 身

体表現をする o
4
○ ｢ 左右振と左右回旋 - か さまわ り - 前後交差振

と回旋｣ に つ いて 工夫を し, 動きの質を高める ○

5
○中間発表会を行い , 発表に向けて の めあて を立

て
, 練習する○

6
○発表会を行い ,

グ ル ープ で よ い 動きに なるよう

に練習 した成果を発表 し合う ○

教材曲の ｢ リズ ム 体操｣ は, 平成1 5 - 1 7 年度文部省科学研究 ｢ 感性教育の ため の リズ ミ カ ル ･ ム ー ブメ ソ

ト ･ プ ロ グラ ム の 開発 ( 研究代表者滝浮かほ る)｣ におい て , 開発され たリ ズ ム 体操の ため の 作品で あ る｡

榎本陽子 ( 新潟県体操研究会) 構成, 斎藤薫 ･ 猪又悦子 ･ 滝滞かほ る ( い ずれも新潟県体操研究会) 協 九

そ して森下修次 ( 新潟大学) 作曲によるもの で
,
あらか じめ提示された体操の 動きや構成に合わせて 音楽が

作られて い る ｡ なお
, 教材曲につ い て の 詳細は, 森下 ･ 榎本 ･ 滝津に よる ｢ リ ズ ム 体操授業における音楽学

習の方法論 1 ｣
4)
を参照された い ｡

ⅠⅠⅠ 実際

まず, 体育科の 授業と して , 次の計画 を立案 した｡

1 第 3 学年 体育科学習指導案 ( 授業老 : 胎内市立 中条小学校教諭 高山雄
一

)

1 ) 単元名 ｢ リ ズ ム 体操｣

2 ) 単元 の 目標
･ い ろい ろな動きを経験する こと により ,

リ ズ ム 体操の 楽しさ を味わうとと もに, 意欲的に自分の動 きを高

め よとする ｡ 【関心 ･ 意欲 ･ 態度】
･ ｢ よりよい 動きの ポイ ソ ト｣ に つ い て考える こ とが できる ｡ 【思考 ･ 判断】
･ よりよ い動きを身につ け, リ ズ ミ カ ル に 動く こ とが で きる o 【技能】

3 ) 単元 の構想

現在 ,
｢ 体力低下｣ や ｢ 運動をする者と しない 者とがは っ き りと分かれ る二 極化傾向｣ など, 児童 ･ 生徒

を取 り巻く環境にお い て , 健康に関わる課題が山積 して い る
5 〕
｡ 現行の 学習指導要領で は, 心 身共に健全な

発育 ･ 発達を促すため に
,
心 と体を

一

体と して と らえた指導が重要で あるとされ て い る
6 )
｡

リ ズ ム 体操は世界的に行わ れ, 生涯教育と して 心身の 健康に 成果を あげて きて い る｡ 滝津は , 学校体育に

おける体操の 行わ れ方に つ い て ,
｢ い ろい ろな運動を経験 し, からだ の 正 しい使い 方を練習するなかで , 莱

しみ ながら結果と して総合的に体力が つ い てゆく ような方法が有効で ある｣ と述べ て い る
7)
｡ 思 いきり動き,

運動その もの がもつ 心地 よさ を多く味わわせ , 音楽に合わせ て リ ズ ミ カ ル に 動くとい う ことが主 な課題とな

る単元を構成する ことが
,
本学級児童が総合的に体力を高め, 運動を愛好 して い こ う とする態度を育て るた

めに効果的なもの で あると考え, 本単元を設定 した ｡

4 ) 学習内容の 特性

(1) 一 般的特性

滝揮は, リ ズ ム 体操の 具体的な内容 ･ ね らい を ｢ 洗練された よい 動きを身に つ け , 基礎的なからだを つ く

る ことを目的とする｡ 自然で 全身的な動きを リズ ミ カ ル に行う ことが特色で , 音楽と 一 体とな っ て 楽しく行

う｡ ｣ と述べ て い る
8 )
｡

一

連 の動 きと して 構成され た , ま とま りの ある作品を通 して , 楽 しみ なが ら動きを
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高め, か らだ をつ く る こと がで き ,
心とか らだの統合をめ ざすとされて い る｡

(2) 児童か ら見た特性

滝揮は ,
児童生徒にと っ て の 体操 の 楽しさ を , ｢ よく 動け るか らだ を つ くるた めに あるの で ,

自己の か ら

だに目 を向けて動く ことが で き, からだ をどの ように動かせ ばどの ように動きが変わ り, 体力の 向上 につ な

がるの かが , 実践を通して わかる ことや, 十分に動い た後の 爽快感が楽しさと捉え られる ｡ ｣ と述べ て いる
9)
｡

記録の 達成や , 勝敗の 有無による楽しさとは違 い , 思い切り動く ことそ の もの がもつ 楽 しさや心地 よさ を味

わう こ とができる特性をも つ ｡

( 3) 単元実施におけ る留意す べ き特性

板垣 は, 著書 ｢ 体操論｣
10) の 中 で

,
｢ 腕の振り方にもい ろい ろある が, ど の様な動きがよい か, も っ と別の

振り方はない か , 手具を持 っ たら どの 様な動きがで きるか, か らだ の他の どの 部分の動きと組み合わせた ら

どうか ,
リ ズ ム を変化させ たら どうか ･ ･ ･

な どを考え, 動 きの 可能性を引き出し, 動きの 質の 向上 を図る

こと が直接の ねらい にな っ て くる｣ と, 授業におけ る学びの 重要性 を指摘 して い る｡ 滝津は , 以下 の点を,

動きの 質の 向上 における要素と して挙げて い る
11)
｡ こ の 要素に沿 っ た指導を行う こと により ,

｢ 単に動く｣

と い う レ ベ ル から
,
｢ よりよく動き , 総合的に体力を高め る｣ とい う レ ベ ル に引き上 げる こと がで きるもの

と考える｡ 児童に は , ｢ よ い よい 動きの ポイ ン ト｣ と して 提示する｡

< よい 動きの 5 原則 >

1 . どういう動きなの か理解 して 動 こうo (解釈)

2 . し っ か り伸びた りちぢんだり して 大きく動こう｡ ( 運動空間)

3 . 床を押す感 じで 動 こう｡ ( はずみ)

4 . 腰 - 手 ･ 足の ように動こう ｡ ( 伝導)

5 . 力を入 れると こ ろは入れて , 力を抜く と こ ろは抜い て 動こう ｡ ( 緊衷と解緊)

5 ) 単元に つ い て

(1) 教材

本単元で は, 学習教材と して , 平成1 5 - 1 7 年度文部科学省研究費 ｢ 感性教育の ための 1) ズ ミ カ ル
･ ム ー ブ

メ ソ ト ･ プ ロ グラ ム の 開発 ( 研究代表者 滝津かほ る)｣ の た めに作成され たリ ズ ム 体操作品を使用する ｡

動きに合わせ て音楽が作曲され て おり, 小学生が, よりよい動きを身に つ け, 基礎的な体を つ く るための 教

材で ある ｡

リ ズ ム 体操作品 ( 手具な し)

構成 ; 榎本陽子 ( 新潟県体操研究会)

協力 ; 斎藤 薫 , 猪又悦子 , 滝津かは る ( 新潟県体操研究会)

作曲 ; 森下 修次 ( 新潟大学)

( 2) 学習の進め方

学習の発展段階に合わせ , 次の よう に学習を進め る｡ 基本的な動きを中心 に発展させ ,
楽 しみ ながら学習

を進め る こ とが で きる ようにする
1 2)
｡

1 次 ( は じめ) : リ ズ ム 体操作品を ｢
一 連 の 動き｣ と して経験し, 動き方を覚えて で きる ようになる｡

2 次 ( な か) : 自分の 動きを見直 し, ど の ように した らより よく動け るか を考えながら練習に取り組み ,

動きの 質を高める｡

3 次 ( まとめ) : 学習の 成果を相互 に発表し合う活動を通して ,
よ い 動きに高めて い くため にはい ろ い ろ

な工 夫が ある ことを知る ｡

(3) 単元の 構想

第 1 時間目は, ゲ ス トテ ィ ー チ ャ ー ( 作品構成者の榎本 陽子先生) を招い て の指導を行う ｡ 単元の 導入

と して , い く つ かの 動きを経験させ , 児童の 心 を解きほ ぐして いく ｡ 楽しく動く こ とを通して , 学習単元 -

の期待感を高める｡ その 後, ゲ ス トテ ィ
ー チ ャ

一

により, 教材となる作品を提示する ｡

その 際, 動き方や , よ い 動き の ポイ ン トをゲス トテ ィ ー チ ャ 一に解説して もら い なが ら,
一

連 の 動きと し
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て の 経験をさせ る｡ 次時は , 前時で 学習した 一 連の 動きの 内容を確認 し
,
ゲ ス トテ ィ ー チ ャ

-

から教わ っ た

よい 動きの ポイ ソ トを確認 しなが ら
, 動きの 順序を覚える こ とを課題とする｡

3 , 4 時間目には, 動きの 質を 向上 させる こ とをね らい とする｡ ビ デオ映像から , 師範の動きと自分た ち

の 動きを見比 べ る こ とを通 して , ど の ように して動きをよく して い くかを考えさせ る ｡ グ ル ー プ学習が 中心

とな り, 教師は グル ープの立 て た めあて に応じた支援を して いく ｡

5
,
6 時間目は , 発表形式にする ｡ 前暗ま で の 練習 し, グ ル ー プ ごとに練習 して きた成果を 見合う活動を

行わせる ｡ グ ル ー プや
,
個 々 の 練習成果を認め合う こ とを通して , 動きの 質の 高め方には様々 なもの が ある

ことを学習する ｡

6 ) 指導計画 ( 全 6 時間)

吹 時
主 な学習内容

学 習 活 動
評 価 規 準

○は学習内容 . 指導内容 ( ) は観点

1

は

1 ○学習内容に つ い て の 関心 ○学習内容に つ い て 説明を聞く ○

○奏しそうに 動い て い る oをもち, 作品の 動きを通 (⊃ゲス トテ ィ ーチ ヤ ー の 指導により ,

して 行う こ とがで きる o い ろい ろな動きを経験する○ ( 関)

○ 一 連の動きと して
,
通 し

じ
･ リ ズ ム 体操に つ い て ○作品の 動き ( ゲ ス トテ ィ ー チ ヤ

ー )
め ･ い ろ い ろな動き を見る ○

･ 作品の 動き ○ゲス トテ ィ ー チ ヤ ー か ら
, 動き方

や
,
よ い 動きの ボイ ン 卜につ い て て 動く こ とが で きるo

の説明を聞く ○ ( 技)

○
一

連の 動きと して経験する ○ (⊃動きの感想を具体的に記
(⊃学習の まとめ ( 記入 , 発表) をす 述 して い る ○

る ○
･ 動きの感想
･ ふ りかえり

( 関)

2 ○前時で学習 した作品の動 ○前時 で教わ つ た よい動きの ボイ ン ○動き方や順序を覚えて い

きにつ い て
,
動き方や順 卜を確認 , 提示するo る ○

序を覚える ○ ○作品 の動きの 練習をする ○ ( 技)
･ よい 動き の ボイ ン 卜 ○学習 した動きを続け て行う練習を ○ グル ー プ の仲間と仲良く
･ 作品の 動き する ○ 練習して い る ○
･ グ ル ー プ学習の 進め方 ○ グ ル ー プ ごとにまとま つ て練習す ( 関)

る ○ ○学習感想を具体的に記述

○学習のまとめ ( 記入 , 発表) をす して い る o

る ○ ( 関) < カ - ド>

2

な

3 ○ ｢ 胸の 開閉と手たた き - ○作品の 動きを通 して み る○

○ ｢ よい 動きの ボイ ン 卜｣腕あげと向き変えとび｣ ○映像を見ながら教えて い ただい た

に つ い て
,
よ い動きに し ｢ よい 動きの ボイ ン 卜｣ を, 復習 に従 つ て

,
. 自分の課題を

か て い くため の工夫を し, する ○ も つ ことが できる ○
練習を通して グル ー プご ○よい 動きに なるように意識 しなが ( 忠)

○考えた こ とや
,
助言され

と に動きの 質を高める ○ ら
,
グ ル ー プ ごとに練習する○

･ 動きに つ い て話 し合い
･ 動きの 質を高め るための練習をす
る○

○自分たちの 動きを映像で 見て
,
よ い

動き - 近づいて い るかを確認する○

○学習 した ことに注意 しなが ら, 作

品を通 して 動い て み る○ た ことを
, 自分の 動きに

○学習の まとめ ( 記入, 発表) をす 生 か して い るo

る ○ ( 技)
･ 動い た感想 ○協力して学習に取り組む ○
･ ふ りか えり ( 関)
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○学習感想を具体的に記述

して い る ○

( 関)

4 ○ ｢左 右振と左右回旋 - か ○作品の 動きを通 して み る○

○ ｢ よい 動きの ポイ-ソ 卜｣さまわ り
- 前後交差振と ○映像を見ながら ｢ よい 動きの ポイ

回旋｣ に つ い て , よい 動 ソ 卜｣ を , 復習する o に従 つ て , 自分の課題を

きに して い く ための 工夫 ○よ い 動きになる よう に意識 しなが - も つ ことが で きる ○

を し, 練習を通して グ ル ー ら
,
グ ル

ー プ ごとに練習する ○ ( 忠) < 学習カ
- ド>

○考えた こ と
.
や

,
助言され

プごと に動きの 質を高め ･ 動きに つ い て話 し合い

る ○ ･ 動きの 質を高めるた め の練習をす

る ○

○自分た ちの 動きを映像 で 見て , よ

い 動き へ 近づい てい るかを確認す

る ○

○学習 した こ とに注意 しなが ら, 作 た こと
_を, 自分の 動きに

品を通 して 動い てみ る o 生か して い る○

○学習 のまとめ ( 記入 , 発表) をす ( 技)

る○ ○協力して学習に取り組む＼○

･ 動 い た感想 ( 関)
･ ふ りかえ り (⊃学習感想を具体的に記述

して い る○

( 関)

3

漢

と

5 ○中間発表会を行い , 発表 ○
一

連 の 動きを確認する ○

○協力して 学習に取り組んに向レナて の めあてを立て , ○発表の ね らいや , 見方, 手順 に つ

練習する ○ い て の 説明を聞く ○ で い る ○

･ 工夫ポイ ン ト ･ 相互評価の方法 ･ ( 関)

め ･ 記入方法 - ○ グ ル
ー プ内で の工 夫 ポイ

･ ｢ よい 動きの ボイ ン 卜｣ に従 つ て ソ トを具体的に記述
_
して

練習した成果 い る ○

･ 評価の方法 ( 忠)
･ 発表の反省 ○ ｢ 工夫ボイ ン 卜｣ に 従 つ

○前暗まで の学習をふ り返り ,
グル ー て

, 自分の動きを高めて

プで 練習 を しなが ら , ｢ 工夫ポイ い る ○

ソ 卜｣ を決める ○ ( 技)

○ 中間発表を して み る○ 兄弟グ ル
ー ○ グ ル ー プ の よさを具体的

プ間 で相互に評価 し合う o に 記述 して い る ○

○学習の まとめ
~
( 記入 , 発表) をす ( 忠)

る○ ○学習感想を具体的に記述
･ 動 い た感想 して い る ○

･ ふ りかえ り ( 関)

6 ○発表会を行い ,
グ ル ー

フ ○ 一 連の 動きを確認する ○ ○協力して学習に取り組む ○

で よい 動きになるよう に ○前時まで の学習をふり返り ,
グル ー ( 関)

練習した成果を発表し合 プで 練習する ○ (⊃自分の 動きの 質を高めて

い
,
自他の よさや , 動き (⊃発表会を行い ,相互 に評価 し合う ○ い る○

の 質を高める こと には多 ○学習の まとめ ( 記入 , 発表) をす ( 技)

くの 要素がある こ と に気 る o ○見た グ ル ー プの工 夫ポイ

付く ○ ･ 動い た感想 ソ トに つ い て
,
具体的に

･ 発表 ･ ふ りかえり よさを記述 して い る ○
･ 相互評価 ( 忠)

○学習感想を具体的に記述

して い る○

( 関)
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2 第 3 学年音楽科学習指導案 ( 授業老 : 新潟大学教育人間科学部 伊野義博, 胎内市立中条小学校教諭

高LFr雄 一

)

音楽科の授業は
,
次 の ような もの とな っ た ｡

1 ) 題材名

音楽と身体表現 - 音楽の感 じを生か して 身体表現 しよう -

2 ) 学習指導目標

楽曲 ｢ リズ ム 体操｣ ( 森下修次作曲) の音楽を感じ取 っ て 身体表現をする｡

3 ) 教材

｢ リ ズ ム 体操｣ ( 森下修次作曲)

4 ) 題材の 流れ と教材

本題材は体育科の 単元 ｢ リ ズ ム 体操 - 体は ぐし運動の領域か ら -

｣ ( 前記体育科学習指導案) に呼応 して

い る ｡ こ こで は, 音楽科の 側面か ら, リ ズ ム 体操 で 用い られ る音楽の 特徴を生 か した身体表現をする こ とが

目標とな る｡ 教材曲と して ｢ リ ズ ム 体操｣ ( 森下修次作曲) を用い , 楽曲の構成やリ ズ ム
,
旋律の 流れ , 拍

子 とい っ た音楽の諸要素に注目 し, そ の 特徴を感 じ取 っ て 聴い たり , 体を動か したりする ことがねらい と な

る ｡

曲は, 大きく A B A
'

の 三 部か ら成り, 動きの 形態に合わ せ
,
8 小節を基本単位と して 進ん で い く 3 分程

の ピ ア ノ 曲で あ る｡ A 及 び A
'

は
,
ホ長調 4 分の 4 拍子 , ｣ - 1 4 0 の テ ン ポ で 軽快な感 じ

,
対 して 中間部分

の B は
,
変 ニ 長調 8 分の 6 拍子 , J .

三6 0 の テ ン ポで , 優雅で 流れる ように 演奏され る｡

授業は, 新潟大学教育人間科学部音楽科学生の ピア ノ による実演を核に進め られる｡ まず全体の演奏を聴

き, 曲が大きく 三 つ の 部分で構成され て い る ことの 学習から入る ｡ そ して
, 最初と最後の部分がほ ぼ同 じで ,

中間部は異な っ た テ ン ポ, 調,
旋律に な っ て い る こと に気づかせ

,
それ らに対するイ メ ー ジ の 違いや変化を

明確に して いく ｡

次に曲の細部に注目させ る ｡ 具体的に は, A ( A
'

) か らは ,
5 - 1 2 小節 ( 6 3 - 7 0 小節) 及び2 9 - 3 2 小節

I(8 7 - 9 0 小節) , B からは ,
3 7 - 4 4 小節及び4 9 - 5 6 小節の 部分を選択する ｡ こ れ ら四 つ の箇所は, い ずれ も

音楽的特徴が顕著で
,
なおか つ動きとの 密接な対応関係が期待される部分で ある ｡ それぞれ の箇所におい て ,

音楽的特徴を押さえ ,
イ メ ー ジ を持たせ る ｡ そ の後 ,

こ れ らを動き の パ タ ー

ン と連動させ ,
より美しい 身体

表現となるための 工夫 をさせた い ( 次表参照) ｡ なお, 本題材に 要する時間は 1 時間で ある ｡

選 択 部 分 音 楽 的 特 徴 予 想 さ れ る
動きの パ タ ー ン

期 待 さ れ る
< 拍子 > ( 楽譜参照) イ メ

ー ジ ( 例) 動 き の 様 相

5 - 1 2 小節 2 小節を 1 単位と 軽い ○ 軽快○ 楽し 走 つ て ホ ツ フ 4 分音符や後打ちの リ
( 6 3 - 7 0 小節) した 4 分音符と 8 い o うれ しい ○ わ ･ 前 - 4 歩歩い て ズ ム の 組み合わせ を生
< 4 分 の 4 拍子 > 分休符 + 8 分音符 くわく ○ リズ ミ カ ( 1 - 4 拍) , ホ ツ か した, 軽快な動きの

の 組み 合わせ ○ ｣ ル
○ きざんだo 軽 プ

,
ホ ッ プ( 5 表現○

- 1 4 0 の テ ン ポ ○ く ジ ャ ソ プo - 8 拍) × 2 ･

く ちずさみ
ス タ ッ カ ー ト で 演 ･ 同様に後ろ へ × ･ 手拍子

奏され るo 2 ･ 指揮
･ 歩行 . ホ ツ フ

2 9 - 3 2 小節 1 - 3 柏目に かけ 低い所から高い と 腕の ば し 重心 を下方に し, 音高
( 8 7 - 9 0 小節) て

, 低音か ら高音 こ ろ - ○ ･ 左足を横に踏み の跳躍と 3 - 4 拍目の
< 4 分の 4 拍子 > - の跳躍○ 3 - 4 重い もの を上 へ 素 出し左に倒 し, 2 分音符の伸びを生か

拍目の 2 分音符 の 早く持ち上 げる ○ 右腕を上に 突き し, 上方 - 腕をま つ す
伸ば し○ 上方 - 思 い 切 り伸 出す○( 1 - 4 柏) ぐに の びる ように突 き

びる ○ ロ ケ ツ 卜 の 次に左右反対で ○ 出す o

打ち上 げ○ ( 5 - 8 拍) × 2 ･

腕 の ば し
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3 7 - 4 4 小節 8 分の 6 拍子, ｣ . 優雅○ 流れる ○ 左右振と左右回旋 拍子や旋律, 左手の伴

< 8 分の 6 拍子 > - 6 0 の テ ソ ポ ○ ゆ つ たりと揺れた ･ 左右振 2 回と左 奏を意識 し, 腰か らの

優雅な右手の メ ロ 感 じ○ 曲線や楕円 右回旋 2 回 ×~ 2 動きを生か して 流れる

デイ に流れる よう

な1 6 分音符の伴奏○

や回転のイ メ - ジ○ ような手の 振りや 回旋

をする.
･

左右振
･

左 右回旋

4 9 - 5 6 小節 高音で 半音ずつ 弾 はずん だ大きな動 前後交差振と左右 旋律の 勢いや1 6 分音符

< 8 分の 6 拍子 > むような旋律進行o き ○ 膨らむ感 じ○ 回旋 の 動きを感じた, はず

1 6 分音符の細かな 力を入れ たり抜い
･ 前後交差振 2 回 んだ大きな動きをする○

上下運動○ た り○ と左右回旋 2 回

× 2

･ 前後交差振
･ 左右回旋

5 ) 評価規準

(1) 題材の 評価規準

ア 音楽 へ の 関心 .

意欲 . 態度

イ 音楽的な感受や

表現の 工夫
ウ 表現の 技能 エ 鑑賞の 能力

･ 楽曲 ｢ リ ズ ム 体操｣ ･ 楽曲 ｢ リズ ム 体操｣ ･ 楽曲 ｢ リ ズ ム 体操｣ ･ 楽曲 ｢ リ ズ ム 体操｣

の 音楽を感 じ取 つ て の 音楽を感 じ取 つ て の音楽の 特徴を生か の 構成に気を付けて

進んで 身体表現を し 身体表現の工 夫をす した身体表現をする 曲の 全体を聴く o

ようとする o る ○ ことが で きる○

(2) 学習活動にお ける具体の 評価規準

ア 音楽 へ の 関心 .

意欲 . 態度

イ 音楽的な感受や

表現の 工夫
ウ 表現の 技能 エ 鑑賞の能力

①三 つ の部分( A B A
'

) (丑三 つの 部分( A B A
'

)

(丑選択部分の音楽の 特

①三 つ の部分( A B A
'

)

の 特徴を聴き取ろう の 特徴を感 じ取 つ て の 構成に気を付け て

と して い る ○

(多選択部分の 音楽の 特

い る ○

②選択部分における音

全体を聴きと つ て い

る○

徴を生か し, 進ん で 楽の特徴を感じ取 つ 徴を生か した身体表

身体表現を しようと

して い る ○

て身体表現を 工夫 し

て い る○

現が で きる ○

6 ) 本時

(1) 本時の 目標

･ 三 つ の 部分 の それぞれ の特徴や全体の構成を感 じ取 っ て聴く ｡

･ 選択部分 ( 5 - 1 2 小節,
2 9 - 3 2 小節,

3 7 - 4 4 小節, 4 9 - 56 小節) の 音楽の 特徴を生か して身体表現する o
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学 習 内 容 教 師 の 働 き か け 児 童 の 活 動 評 価

(1)楽曲 の全体把握 . A B ○楽曲を通 して 聴か せ る○ ○ ピ ア ノ演奏を聴き, 曲が , 大き 7 - @
A

'

の 区切り . そ れぞ ○全体が 三 つ の 部分で構成されて くいく つ の部分に分かれるか捉 ( 観察)
れ の 音楽とイ メ ージ の い る ことに気づかせるとともに

,
え るo イ - ①

共通点, 相違点

(2) 5 - 1 2 小節 の 音楽的特

それぞ れの イ メージを感 じ取ら ○それぞれの イ メージを学習プリ エ
ー ①

せ るo

○ 5 - 1 2 小節を演奏 し, 音楽的特

ソ トに書き込むとともに発表 し,

意見交換をする o

○ 5 - 1 2 小節 の部分の テ ン ポ, 演

( 学習 プリ ン ト)

( 発言)

∵ - 十
徴とイ メ ージ の 把嘘 敬 . イ メ ー

ジ を捉 えさせ る○ 奏 の 仕方を ヒ ン トに音楽の 特徴 ( 口ずさみ , 手

( イ メージ : 軽い ○ 楽 ･ 演奏 の仕方 ( ピ ア ニ ス 卜の 指 の をイ メー ジとともに つ かむ○ 拍子 , 指揮など

しい o うれ しい ○ わく 動き) に注目させ る○ ･ 旋律を 口ずさん だり
,
ピ ア ニ ス の 観察)

イ - ②

わくする ○ 軽く ジ ャ ン ･ ピ ア ニ ス 卜 の動きをまねさせ るo 卜 の 指 の動きをまねた り
,
手指

プする感 じo)

( 3)2 9 -

3 2 小節の 音楽的特

･ 手拍子や指揮をさせ , 曲の 感 じ 子をした り し て , 曲 の感 じを つ

を つ かませ る○

○29 - 3 2 小節を演奏 し, 音楽的特

か む○
･ どんな感 じが したか発表す る○

○29 -

3 2 小節 の 部分の 跳躍進行 ,

徴とイ メ ー ジ の把握, 敬 . イ メ - ジを把握させ る o 2 分音符の伸びをヒ ン トにイ メ - ( 発言)
身体表現 ･ 跳躍進行, 2 分音符に注目させ ジ を つ かむ○ ( ｢ 腕 の ば し｣

( イ メー ジ : 低 い と こ るo ･ 演奏を聴い て
,
曲の感 じに つ い の 表現の 工夫,

ろ から高い と こ ろ へ 大 ○ ｢ 腕 の ば し｣ の 表現を工夫させ て意見交換す るo 意見交換の 様子
きな階段を上 る感 じo るo ○曲 の 感 じを生か し て

,
｢ 腕 の ば を観察)

ウ - ①

ロ ケ ツ 卜 の打ち上 げo) ･ イ メ ー ジを整理 し
,
｢ 腕 の ば し｣ し｣ の表現を工夫する o

( 身体表現 : 腰を落と の 表現に生かす ことが できるよ ･ 音楽に合わせ て ｢ 腕 の ば し｣ を

す○ 音楽に の つ て 上方 うにする ○ 繰り返 し, 良い表現を工夫するo
√

ヽ腕をま つ すぐ伸ばす○)

(4)3 7 - 4 4 小節 の音楽を生

･ 音楽に合わせ て
,
教師と

一

緒 に
･

意見交換 した イ メー ジを生か し

表現させ る ○

○37 -

4 4 小節を演奏 して 曲の 特徴

て
,
｢ 腕 の ば し｣ をす るに は ,

どう したらよ い か
, 考 え , 発表

する o

○37 - 4 4 小節を聴い て 曲 の特徴を

か した左右振 . 左右回 を掴ませ
, 音楽を生か した左右 感 じ取り, それを生か して 左右 ( 表現の 様子を

旋の 表現 振
,
左右回旋 の工夫をさせる ○ 振, 左右回旋の表現を工夫する o 観察)

( イ メ - ジ : 優雅 o 流 ･ 拍子
, 旋律,

左手 の 伴奏に注目 ･ イ メ ージを発表 して まとめ るo ( 発表)
れる ○ ゆ つ た りと揺れ させ る o ･ グ ル ープに分かれて , 表現を 工 イ - ②
た感じo 曲線や楕円, ･ 音楽と動きとの 関係に注意させ 夫する ○ ( 学習 プリ ソ 卜)

ウ - ①

回転o) て 発言を促す ○ ･ 音楽に合わせた表現 - 工夫 の 話

( 身体表現 : 腰か らだ ･

腰か らの 動きをボイ ン 卜 にさせ し合い を繰り返す○

ん だんに動く ○ 流れる る o ･ 学習プリ ン トに記録す る○

○4 9 - 5 6 小節を聴い て 曲の 特徴を

ような手の動きo)

( 5)4 9 -

5 6 小節 の音楽を生

･

様子を見て演奏を し, 音楽と合

わせた表現をさせ る○

○4 9 - 5 6 小節を演奏 して 曲の 特徴

か した前後交差振と左 を掴ませ , 音楽を生か した前後 感 じ取り, それを生か して 前後 ( 表現の 様子を
右 回旋 交差振と左右回旋の 工 夫をさせ 交差振

. 左右回旋の 表現を工夫 観察)
( イ メ ージ : はずんだ るo す る ○ ( 発表)

イ - ②

大きな動き○ 膨らむ感 ･ 旋律 の はずみや1 6 分音符の 動き ･ イ メ ー ジ を発表 して まとめる o

じo 力 を入れた り抜い に注目させ る o ･ グ ル ープに分かれて , 練習を繰
た り○) ･

音楽に合わせた表現を繰り返 し , り返 し, よ り よ い表現になる よ

( 身体表現 : 旋律 の 勢 工夫させ るo う に工夫する o

い や16 分音符の動きを ･ グ ル ープ毎に練習させ るo ･ どの ような工夫が必要だ つ た か
,

感 じた , 弾 んだ大きな ･ い く つ か の グ ル ー プ の 表現と工 音楽との 関係からまとめ る○ ( 学習プリ ン ト)

表魂○) 夫に つ い て発表させ る o ･ 学 習プリ ソ トに記録する○
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Ⅳ 考察

音楽の授業を取り入れた ことに より, 児童の 動きに次の ような変容が見られた ｡

･ 動きが全体的になめ らか にな っ た ｡

音楽学習以前の 児童の 動きには , 運動の ｢ 形｣ や ｢ 手順｣ を忠実に表現 しよう とする傾向が見られ たが,

音楽の 学習をする こ と により, い っ そうなめらかな動きがで きる ようにな っ た ｡ これ は , 用い る音楽の特徴

を深く感 じ取る ことに より生 じた結果だ と考え られ る｡

例えば, 3 7 - 4 4 小節で は , 優雅な右手の メ ロ デ ィ に流れる ような1 6 分音符の 伴奏を感 じ取り! 腰からの 動

きを生 か して 流れる ような手の 振り ( 左右振) や 回旋をする児童が多くな っ た ｡ 音楽の 持つ エ ネ ル ギーや微

妙な拍の仲# , 旋律の 流れを身体全体で 感 C , それ らを運動の 弛緩や 緊張の 連続と して 直接的に表現する姿

を見る ことがで きた ｡

･ 音楽と身体とが呼応 ･ 融合した より質の 高い ｢ リズ ム 体操｣ の表現を指向しは じめた ｡

身体を音楽に寄り添わせ , 身体を音楽と呼応させ る こ とに より, 動きの 質の高まりが見られ た｡ 具体的に

は
,
2 9 - 3 2 小節で は, 1 - 3 柏目にかけて ,

低音か ら高音 - の 跳躍, 3 - 4 拍目の 2 分音符の伸ば しと い っ

た音楽 の 動きや勢い を感 じ取り, 重心 を下方にし, 音高の 跳躍と 3
- 4 柏目の 2 分音符の 伸びを生か し, 上

方 - 腕をま っ す ぐに の びるよ うに突き出す表現 - 変換 して い く姿を見て 取る こ とが で きた ｡ 音楽 の 内的な エ

ネ ル ギ
ー が身体と融合し, リ ズ ム 体操が本来的に求める表現に近づい て きた ように感じた ｡

Ⅴ 今後の課題

今回の実践は
,
音楽学習の 時間がわずか 1 時間で あ っ た こ と, 対象が小学校 3 年生 で あ っ た ことな どから ,

授業を受け た児童の 変容がわずか で あ り, しかも客観的なデ ー タと して効果を示すこ とが で きなか っ た｡ 今

徳 , 高学年や 中学生な ど, より高年齢の児童生徒を対象と して 音楽の 感受, 理解を い っ そう深める授業を継

読, 実践 して い きたい ｡ また , 授業の 方法も教科横断的な学習だけ で はなく, 様 々 なやり方を試行する必要

がある ｡

なお
,
本研究は, 科学研究補助金 ( 代表 : 滝薄かほ る, 課題番号 : 1 5 3 0 0 2 1 1 , 研究課題名 ｢ 感性教育の た

め の リ ズ ミ カ ル ･ ム ーブ メ ソ ト ･ プ ロ グラ ム の 開発｣) による成果 の
一 部で ある ｡
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